
三度目の正直！三度目は定の目! !ホップ
ステップジャンプ！！！   ボクは三冊目の本『と
ろんのダイジョ～ぶ経典（スートラ）』で過去
の全てを燃やし尽くし、三回目の結婚で決定
的な片割れと遭遇し、６２歳の時にこの世に
産まれ出た３人目の子、「兆」きざし、で自宅
出産１００％のエクスタシーを得た。そして
今回、６６日間の祭り（たましいのかくじっ
けん）第三弾で、心ゆくまでの破壊と創造、メ
ルトＵＰただなかのいまここ。

２０１７年７月１５日、祭りのオープニン
グの日の朝、ボクらの新天地、天空のなごみ
茶屋（太一や）の裏山に秘そむ「北斗神社」で
の火起こしで、たくさんの人の目の前でボク
の長年の火起こし史上初の失敗！！！をした。
このボク史上初の火起こしの失敗は、今に成
ってみれば、この６６日間の祭りのハイライ
ト、８０人ものメンバーによる前代未聞の野
外演劇、ボクの火起こしの神事から始まる

『ＫＡＹA』に向かう序曲、だった。９月１日
のリハ！２日の本番！!そして、３日の究極の
本番！！！で、５００人の観客の会場時空を、
あ！！！っと千数百年前に翔ばす火起こし神
事、への破壊序曲だった。

今回の祭りのメインテーマは二つ有って、
一つは、新天地（太一や）の絶望的な崩壊寸
前の建物を一気に蘇させること、そして二つ
目は、癌寸前の只中、手術を拒否して女力で
元気になろうと決意した女友達、（麻由）ちゃ
んのボロボロの子宮を一気に甦させること、
だった。ボクにとっては、「ラブ＆ピース」や

「ノーニューク」などよりも、大切で切実で身
近で具体的な祭りのテーマだったのだから。
６６日間の祭りの最後の一週間、（天空の空
間アートワークショップ）と題して手の施し
ようのない建物に一気にイノチを投入し始
めた。一級建築士から突如とアーティストへ
と変貌した７５歳の「松本剛太郎」が建築ア
ートのキセキを起こし始めた！！！   朽ちゆく
古い屋根や柱のどうしようもない部分を除
去し、残せるところは残したまま、４日目に

は今昔融合の三階建てのイノチの木造風景が
産まれ出た！！！ そして５日目に、それを祝う
かのように（史上最大級の台風）がやってき
て、そのおかげさまで、ワークショップは保留
のまま、祭りの最後の３日間を作業服を脱い
でドラマティックにむかえることができたの
だ。

２０１７年９月１８日（敬老の日）、祭りの
最終日、まだ未完成のままのこの三階建ての
イノチの木造風景の一番上から、沢山のお祝
いの紅白のお餅が投げ放たれた。そのあと、

「私、元気になりました！！！」と沢山の人の前
で元気宣言してくれた（麻由）ちゃんの美しか
ったこと。イノチが注がれ刻々と生き始めた
建物、元気いっぱいの笑顔で蘇った彼女、それ
らの存在感染力の渦中、右脳だけ
で生きている車いすの息子（由
太）ゆうたくんと共にひょうたん
三味線の（もんちゃん）がイノチ
ガケで熊本からやってきて、「あ
かるい兆しがなんともいえない」

「宇宙のだいじょうぶ」を立て続
けに唄ってくれたのだから。

１９９１年以来、アホーのように毎朝飲み
続けていた（おしっこ）を、８月４日の朝、突
如と「きょうからおしっこは止め！！！」とい
う強い決断が天から降りてきて、止めた。
そして、この日の午後、ボクとおなじくらい長
く飲尿していた旧友「植松」さんが、７０歳で
イノチの幕を閉じてしまった。一ヶ月間、水だ
けで断食していた只中、愛妻はるかがお見舞
いに持っていった（桃）を「おいしい！おいし
い！！ おいしい！！！」となんどもいいながら、
あ！！！っと逝ってしまった。

６６日間の祭りを貫くように、毎週月曜日、
９回の（チャクラＹＯＧＡ）を連鎖展開してく
れた魅惑の「ななえ」先生。彼女は（たま）の
大ファンだった。元（たま）の「知久」さんが、
偶然だか必然だか当然、最初の一回目と最後
の９回目に、仕組まれたように突如と現れて
彼女の前で演奏してくれたキセキ風景。

ボクとおない年の（いとうたかお）のライブ
シーンで、女神たちがせっせと太一やで縫っ
た手作りの旗を天空めがけて飾った瞬間、
あ！！！っと巨大な虹が出現した！！！。スマイ
ルマークの巨大な口虹が天空に描かれた。

子どもたちが　唄っているよ
聴いたことも無い　メロディーで
無分別の神様の　無差別な愛が
今日も　降りそそぐ

（いとうたかお、の歌詞の一部）

ボクらがこの世に誕生した瞬間、善悪美醜
上下左右前後を超えて、ボクらのために全て
が目の前に用意されていた。水、空気、空、山、
町、国家、神社、お金、温泉、などなど、自分
のイノチが花開くために、自分では作れない
全てが（そとなるうちゅう）から用意されてい
た。そして祭りは、自分の（うちなるうちゅう）
から湧き起り、自分がさらに崩壊飛翔展開し
てゆくために、他のイノチをも巻き込むイノ
チの渦の目となってゆく、神事の渦巻き。

祭りの最終日イヴ、９月１７日のライブは、
東京から独りでやってきた「おちょこ」（国分

寺エクスペリエンス）だった。彼女の最後の曲
『世界のおかあさん』で、ボクを含めて何人も
の人たちが涙していた。そして、その涙をうけ
とめるかのように、祭り会場全体をクレイジ
ーアートで飾ってくれた天才アーティスト

「みやけのりこ」、宇宙人と遭遇してスポーツ
世界から、あ！！！っとアートの世界に変身し
た魅惑の「小川千夏」（先月号の表紙の絵の作
者）のうちゅう作品群。この女神たちの時空を
超えた（うちゅう感染力）絶大！！

愛妻はるかを含めて（世界のおかあさん）や
（女神たち）にこの世の全てをお任せして、ボ
クは今、淡々と黙々と（おもしろくって、おか
しくって、ハッピーになれる）日常生活者。た
いせつな大切な、いちにち一日の日常生活。朝
から寝るまでの一日丸ごとが（神事）のような
日常生活。そして眠ってしまえば、（ＨＡＶＥ
Ａ　ＮＩＣＥ　ＤＲＥＡＭ！！！）　　　　　.

まだまだ（メルトＵＰ）、連鎖展開中、どこ
へむかってゆくのか、わくわくドキドキのと
ろんより

←7.15 オープニングの日に歌う知久寿焼さん。

人（ヒト）から火音（ひと）へと
明るい兆しがなんともいえない♪

－６６日間の祭り（たましいのかくじっけん）第三弾連鎖風景―

ＢＹ　とろん
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